
平成２７年１月２９日現在
平成２７年度新規事業の一覧表
整理
番号 課名 事業名 事業の全体概要 平成２７年度の主な事業内容（新規分）

平成２７年度の
事業費（要求額）

事業費
（第２回）

事業費
（第３回）

事業費
（第４回）

1 文書情報管理課 電算システムの運用

サービス水準の維持・向上や安定稼働を図りな
がら電算システムの運用を行う。２７年度は、コ
ンピューターや関連機器等の安定稼働のために
設置している２台の空調設備のうち、老朽化して
いる１台を更新する。

・空調設備の更新
・空調設備保守業務委託（８か月）

6,211千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

2 文書情報管理課
社会保障・税番号制度の
導入

２８年１月からの社会保障・税番号制度の個人
番号利用開始に向けて、既存システムの改修や
新しいシステムを導入するとともに、個人番号
カード用統合端末を増設する。

・住記、宛名連携、税、社会保障関連シ
ステムの改修
・中間サーバー整備負担金
・中間サーバーソフトウェア保守負担金
（額未定）
・統合端末用タッチパネル購入（３台）
・統合端末用タッチパネル保守（３台）
・住基ネット番号対応アプリケーション
適用作業

90,026千円 A 事業の必要性は高い A 同左 90,026千円 A 同左 90,026千円 A 同左 90,026千円

3 秘書広報課
栄典事務（市制４５周年記
念事業）

地方自治の発展に貢献し功績のあった人を叙
勲等に推薦する。２７年度は市制施行４５周年を
迎えるため、記念式典を実施し、市政功労者の
表彰を行うほか、オリジナルフレーム切手を作
成する。

・記念式典の開催
・市政功労者の表彰
・オリジナルフレーム切手１，０００枚の
作成（うち販売５００枚）

3,673千円 A 事業の必要性は高い A 同左 3,423千円 A 同左 3,423千円 A 同左 3,423千円

4 秘書広報課
ホームページの管理・充
実

市民の生活に密着したさまざまな情報をホーム
ページで積極的に提供・発信するため、２７年度
に、新たなホームページ管理システムを導入す
る。

・新ＣＭＳ導入委託 28,413千円 A
事業の必要性は高い
「がんばろう！千葉」市町村復興基
金交付金を活用して実施

A 同左 28,413千円 A 同左 28,413千円 A 同左 28,413千円

5 秘書広報課
若者定住化に向けての情
報発信力の強化

若い世代の定住化を促進するため、市の魅力を
市内外に積極的かつ効果的に発信する。２７年
度は、さらに市の知名度を上げ、イメージアップ
を図るため、テレビやラジオ、インターネットを活
用した広報戦略を展開する。

・テレビ、ラジオによるＰＲ
・インターネット、メトロビジョンによる魅
力発信（手賀沼花火大会生中継など）
・ラジオによるシティプロモーション（都
内ＦＭラジオとの共同事業、市制４５周
年記念番組制作）
・シティプロモーションＣＭ制作
・「ＡＢＩ ＲＯＡＤ」の英語・中国語版作成
（各1,000部）
・ブックカバー、しおり等によるＰＲ
・広報力アップ職員研修
・備品購入（ＰＣ、スマホ、広角レンズ）

15,220千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
「ＡＢＩ ＲＯＡＤ」の英語・中国語版作
成は２８年度以降に実施

11,000千円 A 同左 11,000千円 A 同左 11,000千円

6 秘書広報課 総合教育会議運営事務

２７年度から新たに市長と教育委員会で構成す
る総合教育会議を設置し、地域の教育の課題や
あるべき姿を共有して、より一層民意を反映した
教育行政を推進する。２７年度は、教育に関する
「大綱」を策定するほか、総合教育会議を開催
する。

・議事録の作成（６回） 195千円 A 事業の必要性は高い A 同左 195千円 A 同左 195千円 A 同左 195千円

7 秘書広報課 eモニター制度

市民と市が情報を共有できるよう、広く市民の意
見や要望を聴く機会の充実を図る。２７年度は、
インターネットを活用したアンケート方式のeモニ
ターを導入する。

・嘱託職員の増員（１名） 2,064千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,064千円 A 同左 2,064千円 A 同左 2,064千円

8 施設管理課 庁舎維持管理

庁舎内施設の維持補修や庁舎内施設設備機器
の保守点検管理など庁舎全般の維持管理を行
う。２７年度は、来庁者が庁舎を安全かつ快適に
利用できるよう本庁舎にエレベーターを設置す
るため、工事設計を行う。また、本庁舎に太陽光
発電設備を設置し、「あびこエコ・プロジェクト３」
を推進する。

・本庁舎エレベーター設置工事設計
・本庁舎太陽光発電設備設置工事設計
・本庁舎太陽光発電設備設置工事
・工事監理

66,476千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
エレベーターについては２７年度に
検討し、２８年度以降に実施

62,465千円 A 同左 62,465千円 A 同左 62,465千円

9 施設管理課 財産管理

適切な草刈や樹木剪定などの環境整備を行い、
市有財産を良好な状態に保つ。また、利用目的
のない普通財産の売却を積極的に進めていくた
め、提案型公共サービス民営化制度の提案に
基づき、財産売却の補助業務を民間に委託す
る。

・樹木管理委託（久寺家）
・財産売却補助業務委託

6,016千円 A 事業の必要性は高い A 同左 5,012千円 A 同左 5,012千円 A 同左 5,012千円

10 施設管理課
公共施設等包括管理委託
業務

コストの削減と業務の効率化を図るため、公共
施設６８施設の包括管理委託を行う。２７年度
は、提案型公共サービス民営化制度による提案
に基づき、定期点検等の管理項目を増やすとと
もに、点検の内容を施設保全台帳システムに入
力する業務を包括管理委託に追加する。

・定期点検業務の追加
・施設保全台帳システムへの整備点検
記録の入力

1,527千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,527千円 A 同左 1,527千円 A 同左 1,527千円

11 企画課
平和事業の実施（市制４５
周年記念事業）

市民や市民団体と連携しながら、戦争や原爆の
記憶を次世代に伝えることにより、多くの人に平
和の尊さへの思いを強めてもらう。２７年度は、
戦後７０年目を迎え、我孫子市平和都市宣言か
ら３０年となるため、広島市に派遣する中学生の
人数を増やすとともに、記念事業を実施する。

・広島市への中学生派遣（２４名）
・記念事業の実施

2,975千円 A
事業の必要性は高い
国際・平和交流推進基金を活用して
実施

A 同左 2,975千円 A 同左 2,975千円 A 同左 2,975千円

優先度（第１回、１２月１０日現在）とその理由 優先度（第２回、１２月２４日現在）とその理由 優先度（第３回、1月９日現在）とその理由 優先度（第４回、１月２９日現在）とその理由
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12 企画課
湖北台地区公共施設整備
の検討

湖北台地区の老朽化した公共施設の整備に向
けた整備方針をもとに整備を進める。２７年度
は、整備用地の測量や用地買収などを行う。

・用地測量
・用地の鑑定評価
・用地取得（債務負担）

18,130千円 A 事業の必要性は高い A 同左 15,493千円 A 同左 15,493千円 A 同左 15,493千円

13 企画課 第三次基本計画の策定

現基本構想が掲げるまちづくりの基本的な考え
方を前提に、第二次基本計画（計画期間：２０～
２７年度）の成果を踏まえ、第三次基本計画を策
定する。

・総合計画審議会の開催
・第三次基本計画策定支援業務委託
・総合計画冊子印刷（４００冊）

10,334千円 A 事業の必要性は高い A 同左 8,224千円 A 同左 8,224千円 A 同左 8,224千円

14 企画課 若い世代の定住化の促進

まちの活性化を図るため、子育て支援や交通の
利便性向上など、若い世代にとって魅力ある施
策を展開し、定住化を図る。２７年度は、転入・
転出者に対するアンケート調査の分析を行う。

・転入、転出者に対するアンケート調査
の実施・分析

211千円 A 事業の必要性は高い A 同左 211千円 A 同左 211千円 A 同左 211千円

15 企画課
公共施設等総合管理計画
の策定と推進

２６年度に策定した公共施設等総合管理計画を
随時見直し、精度を高めていく。全庁的な取り組
みが必要であることから、２７年度は、講師を招
いて講習会を開催するとともに、先進地への視
察を実施する。

・公共施設等総合管理計画研修会講師
報償費
・先進地視察旅費・有料道路使用料

110千円 A 事業の必要性は高い A 同左 110千円 A 同左 110千円 A 同左 110千円

16 財政課 ふるさと納税の推進

歳入確保のため、ふるさと納税により我孫子市
を応援してくれる納税者が増加するよう、寄附金
の申し込みや納付手続きを改善する。また、寄
付者に対するお礼として我孫子市の特産品等を
贈り、特産品のＰＲを図る。

・業務一括代行利用料、手数料（手数
料額未定）
・公金支払いにかかるシステム利用
料、手数料（手数料額未定）
・我孫子市特産品購入（額未定）

73千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
我孫子市特産品は、制度設計後に
補正で対応

73千円 A 同左 73千円 A 同左 73千円

17 課税課 家屋の調査・評価

家屋の実地調査を通じて、税の適正な賦課のた
めの業務を行う。固定資産税を公平かつ適正に
課税するため、評価替えに合わせて撮影する航
空写真や地番図などを活用し、現況と課税台帳
上の情報との照合を行う。

・家屋一棟照合調査業務 6,210千円 AB

事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施
調査後の対応も含めて要検討するこ
と

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

18 収税課
番号制度導入に伴う滞納
管理システム改修

２８年１月からの社会保障・税番号制度の個人
番号利用開始に向けて、滞納管理システムに個
人番号を連携させる。

・滞納管理システムの改修 3,240千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,970千円 A 同左 2,970千円 A 同左 2,970千円

19 市民課
個人番号カードの交付業
務

２７年１０月時点で住民票を有する全ての市民に
個人番号の付番・通知を行う。また、２８年１月
からの個人番号カードの交付に伴いカード印字
システムを導入するとともに、個人番号制度全
般に関する電話対応を行うため、コールセン
ターへ委託する。

・臨時職員賃金、雇用保険料
・消耗品、印刷製本、通信運搬
・コールセンターへの委託
・カード裏面印字システムの整備

20,061千円 A 事業の必要性は高い A 同左 17,773千円 A 同左 11,758千円 A

事業の必要性は高い
個人番号カード交付通知書の封筒
代と発送業務費は、額確定後に補
正で対応

8,330千円

20 市民課
住居表示の再付番の実施
（本町）

我孫子駅前土地区画整理事業に伴い、本町地
区の町界が不明確であるため、再住居表示を実
施する。

・再住居表示（基礎調査）業務委託 1,485千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

21 市民課
行政サービスセンターＡＥ
Ｄ配置（長期継続契約）

センター利用者等の緊急時に対応するため、市
内４箇所の行政サービスセンターにＡＥＤを配置
する。

・ＡＥＤ賃借（行政ＳＣ４箇所） 255千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
経常経費で対応

0千円 A 同左 0千円 A 同左 0千円

22 市民課
布佐行政サービスセン
ター本下水道接続及び浄
化槽撤去工事

浄化槽の老朽化に対応するため、布佐行政
サービスセンターの下水管を公共下水道本管へ
接続し、浄化槽の撤去を行う。

・布佐SC浄化槽撤去工事負担金 13,470千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
JRとの協議が整い次第補正で対応

0千円 A 同左 0千円 A 同左 0千円

23 市民課 総合窓口の運用業務

行政暴力に対応するため、７つの各行政サービ
スセンターへ防犯カメラを設置し、職員が危険と
判断した場合は、ブザーで警察や警備会社へ通
報する。昨年度の４箇所に続き、今年度は残り
の３箇所に設置する。

・防犯カメラの設置（３箇所） 292千円 A 事業の必要性は高い A 同左 292千円 A 同左 292千円 A 同左 292千円

24 市民活動支援課 市民プラザの施設運営

利用者がより快適に利用できるよう、指定管理
者により市民プラザの維持管理を行う。２７年度
は、事務所スペースを会議室に改修し、利用者
の利便性を高める。

・市民プラザ改修工事（負担金） 3,805千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施
貸主との協議を踏まえ対応

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円
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25 市民活動支援課
市民・近隣センター等施
設維持管理

近隣センターなどのコミュニティ施設の利用者が
快適に利用できるよう、施設の維持管理や修繕
を行うとともに、省エネルギー型照明や空調設
備を順次導入する。

・布佐南近隣センター空調設備更新工
事（工事・設計・監理業務委託）
・ＬＥＤ化工事（天王台北、根戸、湖北
台）
・机・椅子購入（布佐南・天王台北・根
戸・新木・湖北台）
・近隣センター全館にタブレット端末・無
線ルーター購入
・湖北台１０丁目集会所用用地フェンス
修繕
・我孫子南近隣センター音響・映像設
備取替修繕

35,304千円 A

事業の必要性は高い
机・椅子とLED化工事は内容や場所
を精査して実施すること
音響・映像設備は不採択とする

A

事業の必要性は高い
LED化工事は天王台北のみ採択
机・椅子購入は布佐南・天王台北・
根戸のみ採択
音響・映像設備は採択とする

21,486千円 A 同左 21,487千円 A 同左 21,487千円

26 市民活動支援課
けやきプラザ１１階の施設
運営

けやきプラザ１１階の施設を当面フリースペース
として暫定利用する。また、一層の有効活用を
図るため、施設活用の検討結果を踏まえた新た
な施設活用を行う。

・管理・清掃委託
・修繕
・消耗品
・検討結果を踏まえた活用（未定）

1,709千円 A
事業の必要性は高い
施設の新たな利用計画が決定次第
対応

A 同左 1,709千円 A 同左 1,709千円 A 同左 1,709千円

27 市民活動支援課
市民活動ステーション指
定管理者に対する労働条
件審査の実施

我孫子市民活動ステーション指定管理者のもと
で働く労働者等の労働条件について、専門知識
を有する千葉県社会保険労務士会が調査し、改
善すべき点が見つかった場合は、改善を加えて
いく。

・指定管理者の労働条件審査委託 216千円 AB

事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施
公契約条例の施行を踏まえて、審査
のあり方を検討

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

28 市民安全課 災害予防・初動対策事業

災害時の被害の軽減を図るため、気象状況を的
確に把握するとともに、通信手段として確実性の
高いメールシステムを構築する。また、要支援者
情報の把握と共有を図るため、避難行動要支援
者台帳システムを導入する。

・避難行動要支援者システム導入委託
・避難行動要支援者ダイレクトメール送
付
・避難行動要支援者名簿作成委託

11,655千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
社会福祉事業基金を活用して実施

10,462千円 A 同左 10,462千円 A 同左 10,462千円

29 市民安全課
防災情報伝達システムの
管理運用

２５年度から２７年度にかけて、市内にある７０箇
所の子局をデジタル化するとともに、２７年度に
８局を新たに整備する。

・防災行政無線子局１８局の設置更新
・防災行政無線子局８局の新設

114,513千円 A 事業の必要性は高い A 同左 114,513千円 A 同左 114,513千円 A 同左 114,513千円

30 市民安全課
防災用施設及び非常用備
蓄品整備事業

避難所や給水拠点などの強化を図るため、簡易
防災井戸を高野山小と我孫子中に整備する。

・簡易防災井戸整備工事（高野山小、
我孫子中）

1,739千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,739千円 A 同左 1,739千円 A 同左 1,739千円

31 市民安全課 自主防犯活動の支援

街頭における犯罪発生抑止等を図るため、防犯
カメラを設置する。また、地域の防犯活動の一環
として、防犯カメラを設置する地域団体に対し、
補助金を交付する。

・防犯カメラ設置工事（３台）
・地域団体への防犯カメラ設置費の補
助
・防犯カメラ電気料（アビシルベ）

4,902千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
災害対策基金を活用して実施
防犯カメラは１台のみ採択

4,095千円 A 同左 4,038千円 A
事業の必要性は高い
防犯カメラは１台のみ採択

4,038千円

32 市民安全課 地域防災計画修正業務

東日本大震災の発災と現状を踏まえ、災害対策
基本法や県の地域防災計画の見直しと整合を
図り、全体的な計画修正を行う。また、災害時の
被害を軽減させるため、洪水、浸水ハザードマッ
プを作成する。

・我孫子市地域防災計画修正業務委託
・我孫子市洪水、浸水ハザードマップ作
成業務委託

8,586千円 A
事業の必要性は高い
災害対策基金を活用して実施

A 同左 8,157千円 A 同左 8,157千円 A 同左 8,157千円

33 市民安全課 交通安全思想の普及
観光ＰＲキャラクター「手賀沼のうなきちさん」を
用いた自転車用のプレートを作成し、TSマーク
付帯保険加入者へ特典として配布する。

・交通安全プレート作成 200千円 A 事業の必要性は高い A 同左 200千円 A 同左 200千円 A 同左 200千円

34 社会福祉課
社会福祉協議会の運営支
援

社会福祉協議会が後見支援センターを設置し、
成年後見制度についての相談や申立などの支
援事業を実施するにあたり、体制の安定性や継
続性を支援するため、運営費の一部を補助す
る。

・後見支援センター運営の補助 3,343千円 A 事業の必要性は高い A 同左 3,343千円 A 同左 2,500千円 A 同左 2,500千円

35 社会福祉課 生活保護費の給付
生活に困窮する方に対して生活保護費を支給
する。２７年度は、マイナンバー制度に対応する
ため、生活保護システムの改修を行う。

・生活保護システムの改修 6,048千円 A 事業の必要性は高い A 同左 6,048千円 A 同左 6,048千円 A 同左 6,048千円

36 社会福祉課
生活困窮者の自立への支
援

特定の住居を持たない方に対して、一時的な宿
泊場所を提供する一時生活支援事業を実施す
る。

・一時宿泊施設の借り上げ
・生活用品の貸し出し
・消耗品費
・光熱水費
・食糧費
・保険料
・更新料
・修繕料

1,502千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,502千円 A 同左 1,502千円 A 同左 1,502千円

37 社会福祉課
平和祈念式典の開催と平
和の記念碑の維持管理
（市制４５周年記念事業）

被爆の体験と記憶を後世に伝えていくため、原
爆被爆者の会と共同で平和祈念式典を開催す
る。２７年度は、戦後７０年の節目にあたることか
ら、広島市から分火した「平和の灯」のガス灯を
設置する。

・平和の灯の設置 2,952千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
国際・平和交流推進基金を活用して
実施

2,952千円 A 同左 2,952千円 A 同左 2,952千円
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平成２７年１月２９日現在整理
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38 健康づくり支援課
健康管理システム開発・
運営

市民の健（検）診の受診状況や相談事業の結果
などを管理する「健康管理システム」について、
国が予定しているマイナンバー制度に対応した
新たなシステムを導入する。

・新たな健康管理システムの導入・運用 7,201千円 A 事業の必要性は高い A 同左 7,201千円 A 同左 7,201千円 A 同左 7,201千円

39 健康づくり支援課 休日診療所の運営
有事の際等に従事者や利用者が安全に避難で
きるよう、休日診療所の出入口を増設する。

・休日診療所出入口増設工事 767千円 A 事業の必要性は高い A 同左 767千円 A 同左 767千円 A 同左 767千円

40 健康づくり支援課
ママヘルプサービス等事
業（少子化対策プロジェク
ト提案事業）

心身のケアや休養を要する産婦を産後ケアセン
ターや医療機関に宿泊させ、母体ケアや乳児ケ
アなどを実施する。

・産後ケアの実施（委託） 6,814千円 A

事業の必要性は高い
少子化対策検討プロジェクトチーム
の提案を踏まえ、実施内容について
再検討すること

A 同左 3,410千円 A 同左 3,410千円 A 事業の必要性は高い 3,410千円

41 健康づくり支援課
ホールボディカウンタ測定
費用の助成

原発事故の影響による内部被ばくの状況を把握
するため、医療機関等においてホールボディカ
ウンタ測定を受けた妊婦、乳幼児、小学生、中
学生、高校生相当に対し、その費用の一部を助
成する。

・ホールボディカウンタ測定費用の助成 148千円 A 事業の必要性は高い A 同左 148千円 A 同左 148千円 A 同左 148千円

42 健康づくり支援課 不妊治療費の助成

特定不妊治療への助成に加え、タイミング療法
や人工授精などの一般不妊治療を受けた方に
対しても、１回の治療につき５０，０００円を上限
に助成する。

・一般不妊治療に対する助成 6,507千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

43 健康づくり支援課
小児のインフルエンザワ
クチン予防接種費用助成
の拡大

インフルエンザの発症と感染者の拡大を予防す
るため、生後６か月から小学６年生を対象に、イ
ンフルエンザワクチンの接種費用の一部を助成
する。２７年度から、対象を中学生まで拡大して
実施する。

・インフルエンザワクチン接種への助成
（拡大分）

2,409千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

44 健康づくり支援課
ロタウイルスワクチン予防
接種費用の助成

乳児のロタウイルスによる感染性胃腸炎の発症
と感染者の拡大を予防するため、ロタウイルス
ワクチンを接種した乳児の保護者に対し、その
費用の一部を助成する。

・ロタウイルスワクチン接種への助成
・臨時職員の増員（１名）

4,820千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 A
事業の必要性は高い
臨時職員の増員は不採択とする

3,815千円 A 同左 3,815千円

45 健康づくり支援課
禁煙外来治療に対する助
成（健康寿命延伸プロジェ
クト）

禁煙外来治療を完了した方に対し、その費用の
一部を助成する。

・禁煙外来治療への助成 1,038千円 B
事業の必要性は高いが、緊急性が
低いため次期実施計画で検討

B 同左 0千円 B 同左 0千円 B 同左 0千円

46 健康づくり支援課
笑って免疫力アップ事業
（健康寿命延伸プロジェク
ト）

面白い川柳や標語、写真、漫画などを市民から
投稿してもらい、広報やホームページに掲載す
る。また、笑いのコンテストを開催し、市民の投
票によってグランプリを決定するとともに、コンテ
ストで選ばれた作品を展示・掲載する。

・ポスター、チラシの印刷
・講演会の開催など

1,830千円 B
事業の必要性は高いが、緊急性が
低いため次期実施計画で検討

B 同左 0千円 B 同左 0千円 B 同左 0千円

47 障害福祉支援課
権限移譲に伴う障害福祉
サービス事業者指定事務

我孫子市に事業所を置く、障害福祉サービス事
業者（居宅介護・短期入所・共同生活援助・相談
支援事業）の監査や指定などに関する事務を行
う。２７年度は、県との連携が可能な事業所管理
システムを導入する。

・事業所管理システムの導入、運用 1,134千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,134千円 A 同左 1,134千円 A 同左 1,134千円

48 障害福祉支援課 福祉手当の給付
重度の障害を持つ方に対し、福祉手当を支給す
る。２７年度は、マイナンバー制度に対応するた
めのシステム改修を行う。

・障害者福祉システムの改修 16,390千円 A 事業の必要性は高い A 同左 16,092千円 A 同左 16,092千円 A 同左 16,092千円

49 障害福祉支援課
重度障害者（児）医療費の
助成

疾病又は負傷について保険医療を受けた重度
の障害者（児）が医療機関で診療を受けた場
合、保険診療による自己負担額を助成する。２７
年８月より、給付費の支払い方法を償還払いか
ら現物給付に変更することに伴い、システムを
改修する。

・重度障害者医療費助成システムの改
修

2,947千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,947千円 A 同左 2,947千円 A 同左 2,947千円

50 障害福祉支援課
障害者支援施設等の整
備・充実

グループホームの整備に対して補助金を交付す
る。また、財政負担を軽減するため、地域活動
支援センターの法定移行を進めるにあたり、法
定事業所としての要件を満たすために必要な施
設整備に対して補助金を交付する。

・地域活動支援センター法定移行整備
への補助（１箇所）
・グループホーム等整備事業への補助
（１箇所）

28,530千円 A
事業の必要性は高い
社会福祉事業基金を活用して実施

A 同左 28,530千円 A 同左 13,960千円 A 同左 13,960千円

51
障害者福祉セン
ター

障害者福祉センターの維
持管理

障害者福祉センター施設の維持管理を行う。訓
練室との急激な温度変化によるヒートショックの
発生を防ぐため、２７年度から２８年度にかけて
廊下にエアコンを新設する。２７年度は、工事に
係る実施設計を行う。

・空調設備設置工事実施設計 1,275千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円
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52 あらき園 あらき園の利用者支援

利用者の障害の重度化・高齢化が進んでいるこ
とから、施設の拡張工事を実施し、現状よりも広
い訓練スペースや排泄介助ができるトイレを整
備する。２７年度は、工事に係る実施設計を行
う。

・施設改修工事実施設計 628千円 A 事業の必要性は高い A 同左 565千円 A 同左 565千円 A 同左 565千円

53 あらき園 利用者送迎の充実
車イスでの送迎を希望する重度の利用者が増
加しているため、新たにリフト付きワゴン車を購
入し、運行する。

・リフト付きワゴン車の購入
・運行管理業務委託

7,244千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

54 高齢者支援課 老人福祉センターの運営

老人福祉センターつつじ荘と西部福祉センター
の維持管理を行う。２７年度は、老朽化に伴い、
つつじ荘空調設備の一部改修を行うとともに、西
部福祉センターの受水槽ポンプと風呂用ボイ
ラーの一部改修を行う。

・つつじ荘空調設備の改修
・西部福祉センターの受水槽ポンプ工
事設計、工事、工事監理
・西部福祉センターのボイラー改修工
事

7,558千円 A
事業の必要性は高い
社会福祉事業基金を活用して実施

A 同左 7,558千円 A 同左 7,557千円 A 同左 7,557千円

55 高齢者支援課
高齢者支援台帳システム
の導入
【介護保険特別会計】

要介護認定調査や相談事業に活用している在
宅適正システムについて、新たなシステムを導
入する。

・高齢者支援台帳システムの導入と運
用（３か月分）

2,553千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,553千円 A 同左 2,904千円 A 同左 2,904千円

56 高齢者支援課
一次予防事業の推進
【介護保険特別会計】

骨折や転倒、関節疾患などに伴う生活機能の低
下により、要介護状態になることを予防するた
め、健康の維持・増進につながる市の事業や、
地域活動・ボランティア活動に活用できる地域情
報などを掲載した冊子を作成する。

・高齢者向け情報冊子の作成（10,000
部）

356千円 A 事業の必要性は高い A 同左 356千円 A 同左 356千円 A 同左 356千円

57 国保年金課

国保保健事業（データヘ
ルス計画）
【国民健康保険事業特別
会計】

医療情報等を活用しながら、ＰＤＣＡサイクルに
沿った効果的・効率的な保健事業を実施するた
め、データヘルス計画を策定し、２８年度から計
画に基づいた保健事業を実施する。また、保健
事業の評価等を行う。

・データヘルス計画医療費分析の実施
・データヘルス計画書の作成

5,508千円 A 事業の必要性は高い A 同左 4,958千円 A 同左 4,958千円 A 同左 4,958千円

58 国保年金課

国民健康保険窓口業務等
の委託
【国民健康保険事業特別
会計】

窓口サービスの向上と業務の効率化を図るた
め、国民健康保険に係る基本的な事務を民間
事業者に委託して実施する。

・委託による窓口業務等の実施
・各申請の入力業務

20,326千円 A 事業の必要性は高い A 同左 20,326千円 A 同左 20,326千円 A 同左 20,326千円

59 国保年金課

後期高齢者医療窓口業務
等の委託
【後期高齢者医療特別会
計】

窓口サービスの向上と業務の効率化を図るた
め、後期高齢者医療制度に係る基本的な事務
を２７年１０月から民間事業者に委託して実施す
る。

・委託による窓口業務等の実施 6,766千円 A 事業の必要性は高い A 同左 6,089千円 A 同左 6,089千円 A 同左 6,089千円

60 子ども支援課 子どもの居場所づくり
子どもたちが地域の方々と交流しながら安全に
過ごせるよう、「子どもの居場所」を順次整備す
るとともに、必要な維持管理を行う。

・二小（８校目）、四小（９校目）あびっ子
クラブの運営
・高野山小（１０校目）あびっ子クラブの
整備、運営
・１１校目あびっ子クラブの実施設計
・１２校目以降のあびっ子クラブの整備
についての検討
・維持補修工事

36,931千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
社会福祉事業基金を活用して実施

32,492千円 A 同左 33,007千円 A 同左 33,007千円

61 子ども支援課 児童扶養手当の支給

ひとり親家庭を経済的に支援するため、児童扶
養手当を支給する。２７年度は、児童扶養手当
支給管理システムについて、マイナンバー制度
に対応するための改修を行う。

・児童扶養手当支給管理システムの改
修

1,728千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,728千円 A 同左 1,728千円 A 同左 1,728千円

62 子ども支援課 学童保育室の運営

市内１３小校区に学童保育室を設置し、保育を
行うとともに、保育室周りの樹木管理や、安全対
策として窓ガラスへの飛散防止フィルムの取付
など環境整備を行う。また、小学生の預かり保
育を実施する私立幼稚園に対して補助金を交付
する。

・四小学童保育室の運営
・高野山小学童保育室周りの樹木剪定
・二小飛散防止フィルムの取付
・二小コルクマットの購入
・四小、二小、新木小ＡＥＤリース
・維持補修工事
・預かり保育を行う私立幼稚園への補
助

38,115千円 A 事業の必要性は高い A 同左 34,086千円 A 同左 35,286千円 A 同左 35,286千円

63 子ども支援課 児童手当の支給

子育て世帯を経済的に支援するため、児童手当
を支給する。２７年度は、児童手当支給システム
について、マイナンバー制度に対応するための
改修を行う。

・児童手当支給システムの改修 776千円 A 事業の必要性は高い A 同左 776千円 A 同左 776千円 A 同左 776千円

64 子ども支援課
婚活支援事業の拡大・充
実（少子化対策プロジェク
ト提案事業）

少子化対策への対応や若い世代の定住人口を
増やすため、我孫子市社会福祉協議会で実施し
ている結婚相談事業を支援し、婚活イベントや
相談の拡充を図る。

・結婚相談事業への補助（臨時職員・相
談員人件費）
・備品購入
・消耗品購入

1,933千円 A 事業の必要性は高い 3,450千円 A 同左 1,778千円 A 同左 1,778千円
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平成２７年１月２９日現在整理
番号 課名 事業名 事業の全体概要 平成２７年度の主な事業内容（新規分）

平成２７年度の
事業費（要求額）

事業費
（第２回）

事業費
（第３回）

事業費
（第４回）

優先度（第１回、１２月１０日現在）とその理由 優先度（第２回、１２月２４日現在）とその理由 優先度（第３回、1月９日現在）とその理由 優先度（第４回、１月２９日現在）とその理由

65 保育課
私立保育園・管外保育園
への保育実施委託

市内の私立保育園と市外の保育園に対し、保育
の実施に係る費用について、国が定める保育単
価に基づき委託料を支払う。２７年度に開設する
予定の小規模保育事業所「（仮称）ぴくしーらん
ど」に対して、新たに保育を委託する。

・小規模保育事業所「（仮称）ぴくしーら
んど」への保育委託

13,000千円 A 事業の必要性は高い A 同左 13,000千円 A 同左 13,000千円 A 同左 13,000千円

66 保育課
私立保育園運営費補助金
の交付

２７年度に開設する予定の小規模保育事業所
「（仮称）ぴくしーらんど」に対して運営費を補助
する。また、保育士の確保を支援するため、保
育士の宿舎借り上げを行う事業者に対して補助
金を交付する。

・小規模保育事業所「（仮称）ぴくしーら
んど」の運営費の補助
・保育士の宿舎借り上げへの補助

8,600千円 A 事業の必要性は高い A 同左 8,600千円 A 同左 8,600千円 A 同左 8,600千円

67 保育課
子育て支援サービス利用
者へのコーディネイトの推
進

保育園や幼稚園、子育て支援サークルなどの団
体との連携を図り、子育てに関する情報の提供
やサービスの斡旋を行う。２７年度は、嘱託職員
を１名増員し、ＳＮＳを活用した積極的な情報を
発信していく。

・嘱託職員の増員（１名） 2,135千円 B
事業の必要性は高いが、緊急性が
低いため次期実施計画で検討

B 同左 0千円 B 同左 0千円 B 同左 0千円

68 保育課
寿保育園空調設備改修工
事

２６年度に工事を実施した新築棟２階と１階事務
室を除く園舎全室内の空調設備と天井等の改
修工事を実施する。

・新築棟２階を除く園舎全室内の空調
設備と天井等の改修工事
・工事監理
・給食の外部委託

48,883千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
社会福祉事業基金を活用して実施

48,883千円 A 同左 48,883千円 A 同左 48,483千円

69 保育課
保育園・幼稚園の放射能
対策

保育園・幼稚園で、放射線量低減策を実施する
基準（地上５ｃｍでの空間放射線量が毎時０．２
３マイクロシーベルト）を超える場合に、園庭表
土の削り取りなどの放射線量低減策を実施す
る。また、保育園の給食の食材検査と給食１週
間分の丸ごと検査を実施する。

・保育園給食の食材検査の実施
・給食丸ごと検査の実施
・放射線量低減対策工事

2,205千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,205千円 A 同左 2,205千円 A 同左 2,205千円

70 保育課
私立保育園等施設整備へ
の補助

千葉県安心こども基金を活用し、私立保育園や
小規模保育事業所が行う施設整備に対して補
助金を交付する。

・保育園や小規模保育事業所への補助
（７箇所）

455,772千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
社会福祉事業基金を活用して実施

455,772千円 A

事業の必要性は高い
社会福祉事業基金を活用して実施
整備が決定していない小規模保育
事業所４箇所分については、決定し
次第補正で対応

357,656千円 A 同左 357,656千円

71 保育課
市立保育園の民営化に向
けての準備

２９年度の東あびこ保育園、３０年度の根戸保育
園民営化に向けて、移管事業者選考委員会を
開催するとともに、先進地の視察を行う。

・東あびこ保育園移管事業者選考委員
会の開催
・先進地視察

254千円 A 事業の必要性は高い A 同左 254千円 A 同左 254千円 A 同左 254千円

72 保育課
子ども・子育て新システム
への対応

子ども・子育て新制度における保育料の算出方
法の変更や、マイナンバー制度の導入に対応す
るため、保育システムを改修する。

・保育システムの改修 8,986千円 A 事業の必要性は高い A 同左 8,480千円 A 同左 8,986千円 A 同左 8,986千円

73 保育課
市立保育園園舎内部の改
修

老朽化が著しい保育園の床や扉、幼児用ロッ
カーなどの改修を計画的に進めていく。２７年度
は、寿保育園新築棟２階部分の内部改修工事
に係る実施設計を行う。

・寿保育園新築棟２階部分の内部改修
工事に係る実施設計

522千円 A 事業の必要性は高い A 同左 500千円 A 同左 500千円 A 同左 500千円

74 保育課
子育て交流フリーマーケッ
ト（定住化策検討プロジェ
クト）

「（仮称）子育て交流フェスタ」を開催し、フリー
マーケットで不要となった子育て用品等のリサイ
クルを行い、子育てを支援する団体や子育て世
代間の交流を促す。

・「（仮称）子育て交流フェスタ」の開催
・「ママのゼロ円フリーマーケット」の開
催

250千円 A 事業の必要性は高い A 同左 250千円 A 同左 250千円 A 同左 250千円

75 保育課 市立保育園の運営

２７年度からスタートする次期子ども総合計画に
基づき、基本目標の１つとして掲げる「配慮を必
要とする子どもと家庭への支援」を進めるため、
保育課に臨床心理士を新たに配置し、発達遅滞
や児童虐待などの配慮を必要とする子どもを早
期に発見し、適切に対応していく。

・臨床心理士（嘱託職員）の増員（１名） 5,087千円 A 事業の必要性は高い A 同左 5,087千円 A 同左 5,087千円 A 同左 5,087千円

76 子ども相談課
こども発達センターの施
設整備

こども発達センターが地域の中核的な療育支援
施設として、新たに放課後等デイサービスや保
育所等訪問支援事業を実施していく必要がある
ことから、新たな施設を現在の敷地内に整備す
る。２７年度は、施設の整備工事を実施する。

・こども発達センター整備工事
・工事監理委託
・登記手数料
・事前家屋調査

360,626千円 A
事業の必要性は高い
社会福祉事業基金を活用して実施

A 同左 360,626千円 A 同左 360,626千円 A 同左 360,626千円

77
こども発達セン
ター

こども発達センター施設
の維持管理

子どもと保護者が安全・快適に施設を利用でき
るよう、適切に維持管理する。２７年度は、こども
発達センター施設の整備に伴い、必要な備品や
消耗品を購入する。

・備品や消耗品の購入など 10,194千円 A 事業の必要性は高い A 同左 7,171千円 A 同左 7,121千円 A 同左 7,121千円

78 手賀沼課
根戸・宿幹線排水路移設
式沈殿槽の管理

老朽化の著しい根戸幹線排水路移設式沈殿槽
を更新するため、２７年度に設計を行う。

・根戸幹線排水路移設式沈殿槽設計委
託

1,500千円 B
事業の必要性は高いが、緊急性が
低いため次期実施計画で検討

B 同左 0千円 B 同左 0千円 B 同左 0千円
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平成２７年１月２９日現在整理
番号 課名 事業名 事業の全体概要 平成２７年度の主な事業内容（新規分）
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79 手賀沼課 環境学習の推進

手賀沼親水広場・鳥の博物館や環境レンジャー
と連携し、小学生が対象の環境学習会を実施す
るため、学芸員・自然観察指導員などの嘱託職
員を雇用する。

・嘱託職員の増員（１名） 2,520千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

80 手賀沼課
ジャパンバードフェスティ
バルの開催（市制４５周年
記念事業）

ジャパンバードフェスティバルは、２７年度に１５
回目の開催となること、また、市制４５周年でも
あることから、記念事業を実施する。

・ＪＢＦ負担金（市制４５周年記念企画
分）

500千円 A 事業の必要性は高い A 同左 400千円 A 同左 400千円 A 同左 400千円

81 手賀沼課
あびこエコ・プロジェクトの
推進

「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づ
く地方公共団体の事務及び事業に係る「実行計
画策定マニュアル」及び「温室効果ガス総排出
量算定方法ガイドライン」に沿った第４次計画を
策定する。

・第４次我孫子市地球温暖化対策実行
計画策定業務委託

2,916千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,625千円 A 同左 2,625千円 A 同左 2,625千円

82 手賀沼課 公共施設の屋根調査
自然再生エネルギーの普及を図るため、公共施
設５０箇所を対象に、太陽光発電システムの導
入の可能性について調査を行う。

・公共施設屋根調査５０箇所 5,400千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

83 手賀沼課 親水広場の運営
親水広場の移譲から改修工事開始までの期
間、水の館の管理運営を行う。

・水の館の管理運営 39,832千円 A 事業の必要性は高い A 同左 38,105千円 A 同左 38,106千円 A 同左 38,106千円

84 手賀沼課 親水広場施設改修事業
親水広場の移譲に伴い、改修工事を実施する。
２７年度は改修工事の実施設計を行う。

・改修工事実施設計委託
・新規展示作成設計

21,000千円 A
事業の必要性は高い
ふるさと手賀沼ふれあい計画推進基
金を活用して実施

A 同左 21,000千円 A 同左 12,000千円 A 同左 12,000千円

85 クリーンセンター
ふれあい工房の運営管理
事業

ふれあい工房の運営管理を行う。２７年度は雨
漏りによる屋根の修繕とともに、作業環境の悪
化を防止するため、屋根の表面温度上昇を抑え
る塗装工事を行う。

・雨漏り、夏期高温防止修繕 3,211千円 A
事業の必要性は高い
雨漏りによる屋根の修繕のみ採択
修繕方法と額は精査すること

AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施
費用対効果も含め要検討

0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

86 クリーンセンター
剪定枝木等のチップ化事
業（放射能対策）

公園・学校などの公共施設や一般家庭・事業所
から出される剪定枝木等をチップ化して利活用
を図っていたが、放射性物質に汚染されたこと
から、ストックヤードに一時保管するとともに委
託して最終処分を行う。

・剪定枝木・雑草等の収集運搬、破砕
処理
・枝木チップの運搬処分
・ストックヤード整備工事、工事監理
・環境協力金
・搬出重機リース
・嘱託職員の増員（１名）

410,763千円 A 事業の必要性は高い A 同左 410,763千円 A 同左 410,763千円 A 同左 410,763千円

87 クリーンセンター
資源回収・処理・売り払い
業務

資源物の持ち去り防止対策として、資源回収車
が市の委託車両であることが容易に判別できる
よう、我孫子市のＰＲキャラクターである手賀沼
のうなきちさんシールを全車両の４面に添付す
る。

・シールの作成・添付（４０台×４面） 1,821千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
２面分のみ採択

910千円 A 同左 910千円 A 同左 910千円

88 クリーンセンター
焼却灰処理事業（放射能
対策）

焼却施設に保管している主灰と飛灰を中間処理
し、リサイクルするとともに埋め立て処分を行う。

・消耗品購入（キレート材）
・飛灰ストック用ラックレンタル

21,615千円 A 事業の必要性は高い A 同左 21,415千円 A 同左 21,415千円 A 同左 21,415千円

89 クリーンセンター 廃棄物最終処分事業

市内公共施設の解体等で排出したＰＣＢ（ポリ塩
化ビフェニル）を含む変圧器などの電気機器をク
リーンセンターで保管してきたが、民間業者の処
分施設が稼働開始したことから、微量ＰＣＢ入り
の廃電気機器から順次処分を行う。

・微量ＰＣＢ汚染廃電気機器処分業務
・絶縁油PCB分析業務

2,883千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,883千円 A 同左 2,883千円 A 同左 2,883千円

90 クリーンセンター 新規焼却施設の整備事業
我孫子市単独で新たなごみ処理施設を整備す
る。２７年度は整備に向けて各種計画の策定と
調査を実施する。

・循環型社会形成推進地域計画策定
・廃棄物処理施設基本計画策定
・一般廃棄物対策基本計画の中間見直
し
・廃棄物処理方式選定委員会の開催

12,477千円 A 事業の必要性は高い A 同左 12,477千円 A 同左 12,477千円 A 同左 12,477千円

91 クリーンセンター
施設の運転維持管理事業
（含む放射能対策）

焼却施設、粗大ごみ処理施設、終末処理施設
の維持管理を行う。２７年度は、老朽化している
粗大ごみ処理施設のコンプレッションフィーダー
の修繕を行う。

・運転維持管理（放射能対応）
・コンプレッションフィーダー整備修繕 37,787千円 A 事業の必要性は高い A 同左 37,143千円 A 同左 37,143千円 A 同左 37,143千円

92 クリーンセンター
震災廃棄物の放射線測定
事業

焼却灰の放射線を高濃度にすると考えられる枝
木や草などの放射線量を測定し、焼却量を調整
することで、埋立等の基準値である８，０００ベク
レル／ｋｇを下回る焼却灰を処理する。

・震災廃棄物放射線量測定分析業務委
託 2,385千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,385千円 A 同左 2,385千円 A 同左 2,385千円
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93 商業観光課
食品等の放射性物質検査
（消費者対応）

市民が持ち込んだ食品等の放射性物質の簡易
検査を行う。

・市内消費者の食品等の検査 3,001千円 A 事業の必要性は高い A 同左 3,001千円 A 同左 3,000千円 A 同左 3,000千円

94 商業観光課 観光ＰＲキャラクター活用
グッズを作成・販売するなどして、観光ＰＲキャラ
クターの認知度を高め、市の観光ＰＲを強化して
いく。

・観光ＰＲキャラクターグッズ作成（販
売）
・手賀沼のうなきちさん商標登録（出
願・登録）

2,580千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,061千円 A 同左 2,061千円 A 同左 2,061千円

95 商業観光課 観光振興計画の推進

観光振興計画に基づいた事業を推進していく。２
７年度は、手賀沼を活用した事業（カヌー・アウト
ドア）イベントを民間企業と連携して開催するとと
もに、イベントのチラシを作成する。

・手賀沼活用イベントのチラシ作成
・民間企業との協議

103千円 A 事業の必要性は高い A 同左 103千円 A 同左 103千円 A 同左 103千円

96 企業立地推進課
企業が進出しやすい環境
整備

２８年度の実施に向け、企業立地奨励金制度の
検討を行う。

・方針に基づく事業展開
・立地奨励金制度の検討

0千円 A 事業の必要性は高い A 同左 0千円 A 同左 0千円 A 同左 0千円

97 企業立地推進課 起業・創業の支援
２６年６月に国の認定を受けた創業支援事業計
画に基づき、起業・創業者向けのシンポジウム
や創業塾を実施する。

・関係機関協議
・シンポジウムの開催 426千円 A 事業の必要性は高い A 同左 406千円 A 同左 406千円 A 同左 406千円

98 農政課 市民農園維持管理事業
日秀新田市民農園南側の水田に市民農園から
の土砂が流入してしまうことから、法面対策工事
を行う。

・日秀新田市民農園法面対策工事 1,389千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,389千円 A 同左 108千円 A 同左 108千円

99 農政課
手賀沼沿い農地の保全活
用と農業者支援

手賀沼沿い農地活用計画に位置付けられた地
区の農地活用を支援するため、農地条件の改
良を行う。

・手賀沼沿い農業用排水施設等調査設
計（高野山新田・我孫子新田）
・手賀沼沿い農業用排水施設等整備工
事・工事監理（根戸新田）

151,019千円 A 事業の必要性は高い A 同左 151,019千円 A 同左 151,019千円 A 同左 151,019千円

100 農政課 農業拠点施設整備事業
農産物直売所を併設した農業拠点施設を整備
する。２７年度は整備工事の実施設計を行う。

・農業拠点施設整備工事実施設計業務
委託

21,600千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
補助金の活用を検討

21,600千円 A 同左 16,000千円 A 同左 16,000千円

101 農政課
有機栽培等農業者支援事
業

エコ農産物の認証手続きや農薬・肥料の適正使
用を支援するため、生産履歴の管理システム
（ポジティブリスト制度対応）を導入する。

・生産履歴システム導入 3,780千円 AB
事業の必要性は高いが、農業拠点
施設整備に合わせて実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

102 農政課 新規就農支援事業
新規就農者を育成・確保するための支援を行
う。２７年度は、新規就農者が共同で使用できる
倉庫を整備し、保冷庫を設置する。

・共同保冷庫のリース
・電気使用料
・倉庫設備工事

1,924千円 A
事業の必要性は高い
保冷庫は１台のみ採択

A 同左 1,186千円 A 同左 1,222千円 A 同左 1,222千円

103 農政課
農業にかかる放射能対策
事業

原発事故による放射能の影響を確認するため、
我孫子市産農産物の放射性物質検査や農地の
空間放射線量の測定を行い、食の安全・安心の
確保を行う。

・検査用消耗品の購入
・分析器保守点検
・損失補償検討委員会委員報酬
・参考人報償

264千円 A 事業の必要性は高い A 同左 264千円 A 同左 264千円 A 同左 264千円

104 農政課
転入者への農産物配布制
度

定住化の促進と農業振興を図るため、我孫子市
への転入者世帯に対し、市内で生産された農産
物を配布する。

・農産物購入
・引換券印刷・郵送
・臨時職員賃金等

13,187千円 AB
事業の必要性は高いが、配布対象
や内容など制度設計をしたうえで２８
年度以降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

105 放射能対策室
福島第一原発事故に伴う
放射能汚染問題への対応

市民の不安を解消するため、大気中の放射線
量などの測定データの公表、第２次放射能対策
総合計画の進行管理、市民相談など総合的な
放射能対策を推進する。

・測定器点検・校正
・旅費・消耗品
・公用車燃料
・公用車車検代

1,517千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,516千円 A 同左 1,517千円 A 同左 1,517千円

106 道路課
街路灯の新設及び維持管
理

市が管理する街路灯を年次計画に基づき設置
管理していく。２７年度は全ての街路灯をＬＥＤ化
する。

・街路灯LED化設置工事
・街路灯調査

118,800千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
リース方式で対応すること

33,480千円 A 同左 33,480千円 A 同左 33,480千円
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107 道路課 道路の維持補修

安全で快適に通行できる道路機能を確保するた
め、舗装および路面排水施設等、道路の維持補
修を行う。２７年度はつくし野に位置する市道００
－００４号線、市道００－００５号線、市道００－０
０８号線の舗装修繕工事と主な市道の空洞調
査、法面点検を行う。

・市道00－004号線舗装修繕工事
・市道00－005号線舗装修繕工事
・市道00－008号線舗装修繕工事
・市道空洞調査
・市道法面点検

45,000千円 A 事業の必要性は高い A 同左 44,600千円 A 同左 44,600千円 A 同左 44,600千円

108 道路課
道路の維持管理事業（土
木センター）

道路用地・施設の適正な維持管理を行う。２７年
度は、現在、クリーンセンター用地内にある土木
センターの移設を行う。また、老朽化したホイー
ルローダの買い替えを行う。

・土木センター移設工事
・ホイールローダ購入

38,652千円 A
事業の必要性は高い
土木センターについては移設先の都
市計画変更を踏まえて実施

A 同左 8,652千円 A 同左 8,652千円 A 同左 8,652千円

109 道路課 橋梁長寿命化修繕事業

橋梁長寿命化計画に基づき、市内にある１１７
橋のうち、橋長１５ｍ以上のもの１５橋、１５ｍ未
満のもの５０橋の損傷、劣化について調査点検
し、人道橋２橋も含め計画的に修繕していく。ま
た、橋梁の近接目視による定期点検の義務付
けにより、５年に１度の定期点検を行う。

・橋りょう補修工事（柴崎橋、我湖１号
橋、我湖６号橋）
・橋りょう補修設計（北新田３号橋、北
新田５号橋）
・橋りょう点検（白山跨線橋）

58,000千円 A 事業の必要性は高い A 同左 57,300千円 A
事業の必要性は高い
橋りょう補修設計については２８年
度以降に実施

49,000千円 A 同左 49,000千円

110 道路課 道路の放射能対策

市内の放射線測定結果に基づき線量の高い地
域で小中学校・保育園・幼稚園周辺及び通学路
を優先に側溝土砂の撤去・清掃等の道路の放
射線量の低減化対策を実施する。

・放射能低減対策
・残土処理
・クレーン付きトラック借上げ

15,264千円 A 事業の必要性は高い A 同左 12,264千円 A 同左 12,264千円 A 同左 12,264千円

111 道路課
市道３２－０２７号線（下ヶ
戸地区）の拡幅

下ヶ戸地区の防災強化や良好な住環境を確保
するため、狭あい道路の整備を行う。

・道路拡幅工事 15,000千円 A 事業の必要性は高い A 同左 15,000千円 A 同左 15,000千円 A 同左 15,000千円

112 道路課 中峠・古戸の道路整備
中峠・古戸地区の防災面の強化・快適な住環境
を確保するため道路整備を行う。

・道路概略設計 3,800千円 A 事業の必要性は高い A 同左 3,400千円 A 同左 3,400千円 A 同左 3,400千円

113 交通課
手賀沼公園・久寺家線の
整備

我孫子都市計画道路事業では、我孫子地区内
を円滑に移動できる道路網を整備するため、国
道６号から根戸新田・布佐下線間の都市計画道
路「手賀沼公園・久寺家線」全長１，２７０ｍのう
ち未整備区間の延長５２０ｍの新設をする。２７
年度は引き続き用地買収に伴う地権者交渉と歩
道整備などを行う。

・不動産鑑定・登記等
・用地取得
・物件移転補償・調査
・道路改良工事
・電柱移設補償

316,405千円 A 事業の必要性は高い A 同左 316,405千円 A 同左 327,397千円 A 同左 327,397千円

114 交通課 下新木踏切道の改良

下新木踏切及び踏切に接続する両側市道を改
良するため、地権者交渉を行って順次市道の拡
幅用地を取得するとともに、延長２００ｍの歩道
整備を行い、円滑で安全な通行を確保する。

・地権者交渉
・不動産鑑定・登記等
・用地取得（債務負担）
・物件補償（債務負担）
・物件調査委託
・買収用地維持管理工事

6,823千円 A 事業の必要性は高い A 同左 6,275千円 A 同左 6,275千円 A 同左 6,275千円

115 交通課 駅施設維持管理事業

平成１１年度に策定した、「人にやさしい整備計
画」に基づき整備された、エレベーター・エスカ
レーターや自由通路・トイレ等を適正に維持管理
を行う。また、市民の利便を図るため、老朽化の
みられる箇所の修繕を行う。

・メンテナンスデッキ修繕（ＪＲ負担金） 18,716千円 A 事業の必要性は高い A 同左 18,716千円 A 同左 18,716千円 A 同左 18,716千円

116 交通課 自転車駐車場の管理運営

自転車駐車場の管理運営を行う。２７年度は、
「我孫子市屋内自転車駐車場一時利用専用区
画整備（改善・改修）計画」に基づき、本町三丁
目自転車駐車場の改良工事（個別ラックシステ
ムの導入等）を行う。

・自転車駐車場改良工事（本町３丁目
自転車駐車場）

8,100千円 A 事業の必要性は高い A 同左 7,700千円 A 同左 7,700千円 A 同左 7,700千円

117 交通課
各駅エレベーター・エスカ
レーター等の整備

平成１１年度に策定した、「人にやさしい整備計
画」に基づき、東我孫子駅を除く５駅にエレベー
ター及びエスカレーター等を設置する。２７年度
は新木駅の自由通路・駅舎工事等を行う。

・新木駅自由通路と南北口エレベー
ター・エスカレーター、駅舎、ラッチ内エ
レベーター設置工事費負担
・新木駅自転車駐車場用地賃借
・新木駅バリアフリー工事用地賃借

403,153千円 A 事業の必要性は高い A 同左 403,153千円 A 同左 403,153千円 A 同左 403,153千円

118 交通課
各駅構内エレベーターの
整備への支援

ＪＲ東日本が東我孫子駅を除く市内５駅の構内
にエレベーター等を整備する際に、整備費用の
一部について補助金を支出する。２７年度は新
木駅構内ＥＶ導入及びバリアフリー通路設置工
事に係る負担金を支出する。

・新木駅構内エレベーター導入及びバ
リアフリー通路設置工事（ＪＲ負担金）

12,700千円 A 事業の必要性は高い A 同左 12,700千円 A 同左 12,700千円 A 同左 12,700千円

119 交通課
地域公共交通総合連携計
画の推進

基幹公共交通（鉄道・路線バス）ネットワークを
軸としたあびバス路線の再編と新規路線の検討
を行う。また、誰もが利用しやすい新たな公共交
通導入を検討する。２７年度は引き続き根戸
ルートの実証運行を行い、東地区交通意識調査
計画書を作成する。

・実証運行（根戸ルート）
・あびバス等運行調査（根戸ルート・東
地区交通意識調査計画作成）

12,590千円 A 事業の必要性は高い A

事業の必要性は高い
東地区交通意識調査については、
３・５・１５号線根戸新田・布佐下線
の整備状況を見ながら実施

12,090千円 A 同左 12,090千円 A 同左 12,090千円

120 下水道課
我孫子3丁目の整備
【公共下水道事業特別会
計】

我孫子３丁目地区の公共下水道管渠を整備す
る。２７年度は管渠布設に伴う舗装復旧を行う。

・舗装復旧工事(補助事業分）
・付帯工事

3,400千円 A 事業の必要性は高い A 同左 3,400千円 A 同左 3,400千円 A 同左 3,400千円
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121 下水道課
中峠台の整備
【公共下水道事業特別会
計】

中峠台地区の公共下水道管布設工事を行う。ま
た、これを行うため支障物件の切廻工事を行う。

・下水道管布設工事（補助事業分）
・舗装復旧工事（補助事業分）
・附帯工事
・水道管切廻工事
・ガス管切廻補償

102,430千円 A 事業の必要性は高い A 同左 102,430千円 A 同左 102,430千円 A 同左 102,430千円

122 下水道課
総合地震対策事業
【公共下水道事業特別会
計】

我孫子市下水道総合地震対策整備計画に基づ
き、マンホール浮上防止対策及び避難所にマン
ホールトイレの設置を行う。

・耐震工事（ﾏﾝﾎｰﾙ浮上防止・補助）
・耐震工事（ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ・補助）
・ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ特別調査
・付帯工事

28,620千円 A 事業の必要性は高い A 同左 28,620千円 A 同左 28,620千円 A 同左 28,620千円

123 下水道課
湖北駅前の整備
【公共下水道事業特別会
計】

湖北駅西側地区の公共下水道整備工事を行
う。

・下水道管布設工事（補助事業分）
・付帯工事
・水道管切廻工事
・水道移設実施設計
・修正設計

29,820千円 A 事業の必要性は高い A 同左 37,320千円 A 同左 29,820千円 A 同左 29,820千円

124 下水道課
中峠の整備
【公共下水道事業特別会
計】

中峠地区の公共下水道管布設工事を行う。
・下水道管布設工事（補助事業分）
・付帯工事

48,760千円 A 事業の必要性は高い A 同左 48,760千円 A 同左 48,760千円 A 同左 48,760千円

125 下水道課

布佐駅南側地区の都市基
盤整備（下水道）
【公共下水道事業特別会
計】

布佐駅南側地区の公共下水道管布設工事を行
う。また、これを行うため支障物件移設工事・家
屋調査を行う。

・下水道管布設（補助事業分）
・付帯工事
・水道管切廻工事
・実施設計（補助事業分）
・家屋事前調査
・ガス管切廻補償
・支障物移設補償
・家屋事後補償費積算
・家屋補償
・ガス工作物保安措置工事

230,312千円 A 事業の必要性は高い A 同左 230,312千円 A 同左 230,312千円 A 同左 230,312千円

126 下水道課
下ヶ戸地区の整備
【公共下水道特別会計】

下ヶ戸地区の下水道の整備を行う。２７年度は
基本設計を行う。

・基本設計（区画整理地区、西側地区） 31,860千円 A 事業の必要性は高い A 同左 31,860千円 A 同左 31,860千円 A 同左 31,860千円

127 下水道課
青山地区の流域下水道へ
の接続事業
【公共下水道特別会計】

青山汚水中継ポンプ場の切替工事を行う。２７
年度は工事に係る実施設計を行う。

・青山ポンプ場切替実施設計（補助事
業分）
・付帯工事

22,262千円 A 事業の必要性は高い A 同左 22,262千円 A 同左 22,262千円 A 同左 22,262千円

128 治水課
布佐排水区の整備
【公共下水道特別会計】

布佐地区東側の浸水被害を軽減させるため、内
水を強制排水する布佐ポンプ場を排水区最下
流部となる布佐樋管付近に築造する。２７年度
は雨水幹線の基本設計などを行う。

・道路復旧工事
・雨水幹線基本設計
・下水道事業計画変更業務
・嘱託登記

38,930千円 A 事業の必要性は高い A 同左 38,930千円 A 同左 38,930千円 A 同左 38,930千円

129 治水課
北新田堤外排水路の改修
【公共下水道特別会計】

柴崎排水区の浸水被害を軽減させるため、最下
流になる北新田堤外排水路改修を行う。

・水路改修工事（３／４）
・付帯工事
・用地買収（３期）
・嘱託登記
・改良区清算金
・特別調査

170,210千円 A 事業の必要性は高い A 同左 170,161千円 A 同左 170,161千円 A 同左 170,161千円

130 治水課 根戸排水区の整備

根戸排水区中流部に位置する雨久保地区の浸
水被害を軽減させるため、抜本的な改修計画を
立案、改修工事に向け検討を行うとともに、借地
している出水被害地に洪水調整機能を有する排
水施設を築造する。２７年度は基礎調査などを
行う。

・国道6号排水協議（国土交通省）
・排水整備計画協議（柏市）
・基礎調査

5,600千円 B
事業の必要性は高いが、緊急性が
低いため次期実施計画で検討

B 同左 0千円 B 同左 0千円 B 同左 0千円

131 治水課
若松第１～第５排水区の
整備
【公共下水道特別会計】

若松地区手賀沼側区域の浸水被害を軽減させ
るため、５箇所の樋管の築造に合わせ、４箇所
のポンプ場の改修や手賀沼に直接排水するバ
イパス管の布設工事を行う。また、若松地区の
自然排水は、手賀沼の水位の影響を受けるた
め水位を管理している国との連携を図り浸水被
害の軽減に努める。

・バイパス管工事(3-1工区)（交付金）
・雨水管工事(５工区)(交付金）
・付帯工事
・ガス移設補償
・下水・雨水移設工事
・東電移設負担金
・家屋事前調査
・特別調査

166,782千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
バイパス管工事については、２８年
度以降に実施

24,300千円 A 同左 24,300千円 A 同左 24,300千円

132 治水課 排水施設維持補修工事
排水施設の維持補修を行う。２７年度は老朽化
した中峠幹線の改修工事に向けて実施設計を
行う。

・中峠幹線改修工事実施設計(386m)
・中峠幹線改修工事実施設計業務に伴
う測量(386m)

11,500千円 A 事業の必要性は高い A 同左 11,500千円 A 同左 11,500千円 A 同左 11,500千円
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133 治水課
関東排水区の整備（我孫
子駅北口浸水対策事業）
【公共下水道特別会計】

我孫子４丁目地区の浸水被害を軽減させるた
め、下水道浸水被害総合計画に基づき調整池
築造等を行い、治水安全度の向上を図る。

・調整池築造工事
・付帯工事
・家屋事前調査
・水道管移設工事
・汚水管移設工事
・支障物移転補償（ガス）
・価格特別調査
・東電移設補償費

459,430千円 A 事業の必要性は高い A 同左 459,262千円 A 同左 459,262千円 A 同左 459,262千円

134 治水課
久寺家第１排水区の整備
【公共下水道特別会計】

久寺家１丁目、２丁目地区浸水被害を軽減させ
るため、雨水排水施設の整備を行い、常襲的な
浸水被害発生を軽減させる。

・雨水管布設工事
・附帯工事
・支障物件移設工事（汚水・水道）
・道路復旧工事
・特別調査
・家屋事前・事後調査
・家屋補償積算
・家屋補償

154,362千円 A 事業の必要性は高い A 同左 154,352千円 A 同左 154,352千円 A 同左 154,352千円

135 治水課
天王台地区の整備(天王
台6丁目地区浸水対策事
業）

天王台６丁目の浸水被害を軽減させるため、雨
水排水施設の整備を行い、水害の軽減を図る。
２７年度は公園内に暫定的に設置する浸透貯留
施設の築造工事などを行う。

・公園内暫定浸透貯留施設築造工事
・公園内暫定浸透貯留施設築造工事に
伴う附帯工事
・東電移設負担金（電柱）
・家屋事後調査
・補償費算定
・家屋補償

82,143千円 A 事業の必要性は高い A 同左 46,573千円 A 同左 46,573千円 A 同左 46,573千円

136 治水課 雨水排水施設台帳の作成

我孫子市内の雨水排水施設を把握するため、
既存資料や現地調査をもとに、雨水排水施設の
形状、寸法、材質、施工時期などの調査を行う。
その調査結果を整理し、雨水排水施設台帳及び
台帳図を作成する。

・雨水排水施設台帳作成業務委託 138,240千円 B
事業の必要性は高いが、緊急性が
低いため次期実施計画で検討

B 同左 0千円 B 同左 0千円 B 同左 0千円

137 都市計画課
景観形成情報発信・啓発
事業

多くの市民に我孫子の魅力ある景観に関心を
もってもらい、良好な景観づくりにつなげていくた
め、景観に関する情報発信と啓発を継続的に進
める。２７年度は、２４年度から選定してきた「我
孫子のいろいろ八景」の普及・定着を図るため、
２６年度に提案型公共サービス民営化制度で提
案のあった八景の散策会を実施する。

・我孫子のいろいろ八景散策会業務委
託

593千円 A
事業の必要性は高い
委託内容について精査すること

A 事業の必要性は高い 564千円 A 同左 564千円 A 同左 564千円

138 建築住宅課 市営住宅の維持補修
市営住宅の良質化や安全性の向上を図るた
め、計画的に老朽施設の改修、バリアフリー化
の推進などを行う。

・根古屋団地１・２号改修工事
・根古屋団地１・２号改修工事管理
・根古屋団地３・４号改修工事設計
・小暮団地雨水貯留浸透施設調査

83,400千円 A 事業の必要性は高い A 同左 82,885千円 A 同左 82,885千円 A 同左 82,885千円

139 建築住宅課
市営住宅維持管理点検業
務

入居者が快適に安心してくらせるよう、市営住宅
を適切に維持管理する。２７年度は、提案型公
共サービス民営化制度において、事業者から提
案のあった入退居手続や家賃滞納者への督
促、草刈・樹木管理などの業務を委託して実施
する。

・市営住宅維持管理委託（窓口業務、
収納事務、点検・維持管理等）

12,500千円 B
事業の必要性は高いが、緊急性が
低いため次期実施計画で検討

B 同左 0千円 B 同左 0千円 B 同左 0千円

140 建築住宅課
災害支援補助事業（震災
対応）

東日本大震災により被害を受けた建築物等の
再建支援を行う。２７年度から、液状化被害を受
けた敷地に再建する建築主が、液状化対策を講
じた場合に補助金を交付する。

・液状化対策補助金 42,500千円 A
事業の必要性は高い
災害対策基金を活用して実施

A 同左 42,500千円 A 同左 42,500千円 A 同左 42,500千円

141 公園緑地課
手賀沼沿い斜面林維持管
理

「手賀沼沿い斜面林保全条例」に基づき、地権
者の理解と協力を得ながら斜面林の保全を図
る。指定緑地の所有者に対する支援を行うとと
もに取得した緑地における適切な維持管理を図
る。２７年度については、手賀沼沿い斜面林の
一部（５９０㎡）の用地取得をする。

・不動産鑑定
・用地測量
・用地取得

3,125千円 A
事業の必要性は高い
緑の基金を活用して実施

A 同左 3,125千円 A 同左 3,125千円 A 同左 3,125千円

142 公園緑地課
嘉納治五郎別荘跡地の整
備・活用事業

都市緑地として整備を進めてきた嘉納治五郎邸
跡地に残る斜面林と敷地内の樹木の維持管理
を行う。２７年度は２６年度に実施した樹木診断
に基づき精密検査を要する樹木を検査し、治療
方法を検討する。

・樹木治療業務委託（３本分） 661千円 A 事業の必要性は高い A 同左 661千円 A 同左 661千円 A 同左 661千円

143 公園緑地課 気象台記念公園の整備

多くの人が多目的に使える開放的な緑地空間
や、気象に関する資料や顕彰機能を備えた岡田
武松氏の記念館の土地利用の考え方を基本
に、防災機能を有した公園として整備する。２７
年度は樹林地の樹木剪定を行う。

・樹林地の樹木管理（剪定） 3,500千円 A 事業の必要性は高い A 同左 3,150千円 A 同左 3,150千円 A 同左 3,150千円

144 公園緑地課 公園のバリアフリー化
公園の出入り口や園路等のバリアフリー化の修
繕工事を行い、快適な公園となるよう適正な維
持管理を行う。

・つくし野４号公園バリアフリー化工事 47,442千円 A 事業の必要性は高い A 同左 36,062千円 A 同左 36,062千円 A 同左 36,062千円
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145 公園緑地課 公園管理（樹木）
公園・緑地の樹木剪定・病害虫防除等の管理及
び委託を行う。

・根戸船戸緑地病害樹木伐採（６本） 1,221千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,100千円 A 同左 1,100千円 A 同左 1,100千円

146 公園緑地課 公園管理（遊具・施設）

公園・緑地の遊具・施設について、危険性の高
いものから計画的に修繕・工事を行うことにより
適正な維持管理を行う。２７年度は五本松公園
の遊具撤去・設置工事及び新宿南公園の園路
整備を行う。

・五本松公園遊具撤去・設置工事
・新宿南公園園路整備工事

12,345千円 A 事業の必要性は高い A

事業の必要性は高い
五本松公園については、ふるさと手
賀沼ふれあい計画推進基金を活用
して実施

11,110千円 A 同左 11,110千円 A 同左 11,110千円

147 公園緑地課 公園の放射能対策
公園の空間放射線量を測定し、毎時０．２３マイ
クロシーベルトを超える箇所について除染を実
施する。

・放射線量測定業務委託
・除染工事

7,003千円 A 事業の必要性は高い A 同左 7,003千円 A 同左 7,003千円 A 同左 7,003千円

148 地域整備課
布佐駅南側の都市基盤整
備

布佐駅南側地区計画に基づき、布佐駅南側地
区約１２．７ヘクタールで、公園や道路等の都市
基盤整備を行う。２７年度は、東公園の工事、地
区内道路の新設・改良工事などを行う。

・地区内道路の新設・改良（延長１，００
０ｍ）
・東公園（１，０００㎡）
及び耐震性防火水槽の整備
・都市計画道路及び地区内道路用地の
取得

253,673千円 A 事業の必要性は高い A 同左 251,286千円 A 同左 251,286千円 A 同左 251,286千円

149 地域整備課
土地区画整理事業の業務
全般

都市計画決定され、土地区画整理事業を施行
済みの地区のうち、柴崎、天王台、中峠地区の
事業の対象とならなかった一部未施行区域につ
いて都市計画の見直しを実施する。

・分筆登記
・調査委託 2,000千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,000千円 A 同左 2,000千円 A 同左 2,000千円

150 地域整備課
我孫子駅前土地区画整理
事業の推進

我孫子駅南側１４．５ヘクタールの区域で土地区
画整理事業を実施し、道路、駅前広場、公園な
どの公共施設や宅地を整備する。２７年度は換
地に向け側溝の布設工事を行う。

・借地権整理及び地区内外境界確認等
業務
・都市計画道路３・４・１４号‐３・５・１６号
（旧千葉銀行前）修正設計
・都市計画道路３・４・１４号‐３・５・１６号
（旧千葉銀行前）改良工事

43,979千円 A 事業の必要性は高い A 同左 42,999千円 A
事業の必要性は高い
都市計画道路の修正設計及び改良
工事については２８年度以降に実施

6,588千円 A 同左 6,588千円

151
布佐東部地区復
興対策室

布佐東部地区用地境界復
旧事業

２３年度に実施した用地境界再確定測量業務の
測量成果と法務局備え付けの地図及び登記地
籍を整合させるため、地籍整備型土地区画整理
事業を実施する。

・地籍整備型土地区画整理事業委託
・用地測量及び境界杭埋設業務委託
・土地区画整理審査委員報酬

20,786千円 A
事業の必要性は高い
災害対策基金を活用して実施

A 同左 20,786千円 A 事業の必要性は高い 20,786千円 A 同左 20,786千円

152
布佐東部地区復
興対策室

小規模住宅地区改良事業

布佐東部地区の復興を進めるため、不良住宅
の除去と道路などの公共施設の再整備を行うと
ともに、都交差点から利根川堤防上に整備され
ている佐原・我孫子自転車道に安全にアクセス
できるよう、歩行者・自転車通路を整備する。

・歩行者・自転車通路工事
・用地測量及び境界埋設
・協議図書作成業務委託

31,819千円 A
事業の必要性は高い
東日本大震災復興交付金基金を活
用して実施

A 同左 31,819千円 A 同左 31,819千円 A 同左 31,819千円

153
布佐東部地区復
興対策室

布佐東部地区復興拠点施
設整備事業

液状化被害や集中豪雨による浸水被害が集中
した布佐東部地区における復興のシンボル施設
として、防災活動を含めた地域の様々な活動に
活用できる多目的施設（復興支援センター）を整
備する。

・復興拠点施設建設工事
・復興拠点施設外構工事
・工事監理
・手数料

81,109千円 A
事業の必要性は高い
災害対策基金を活用して実施

A 同左 89,446千円 A 同左 81,109千円 A 同左 81,109千円

154 総務課
消防庁舎・装備の維持管
理

災害時の活動拠点としての機能を発揮できるよ
う、庁舎や付帯設備を維持管理・補修する。２７
年度は救急隊の１隊増隊に伴い、仮眠室等が
不足するため、施設の改修を行う。

・西消防署１階仮眠室新設工事
・西消防署１階ロッカー室改修工事
・西消防署１階食堂・休憩室改修工事

1,751千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,632千円 A 同左 1,632千円 A 同左 1,632千円

155 総務課 消防車両等の維持管理
消防活動を円滑に行うため、消防車両等を整
備・管理し、消防体制の万全を図る。

・指令車１台の更新 7,124千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

156 総務課
柏市・我孫子市消防通信
指令業務の共同運用

迅速な災害対応を可能とするために、柏市と共
同で機器の維持管理及びデータ更新を行いな
がら、必要な消防水利、災害弱者、危険物情報
等の消防活動支援情報を活動部隊に提供す
る。

・消防情報指令システム更新委託負担
金（債務負担）
・車載端末（ＡＶＭ）増設負担金

79,856千円 A 事業の必要性は高い A 同左 79,856千円 A
事業の必要性は高い
消防情報指令システムについては
リースで対応すること

986千円 A
事業の必要性は高い
消防情報指令システムの負担金に
ついては分割で対応すること

986千円

157 警防課
消防団車両等の維持管理
事務

火災等の災害に対応するため消防団車両の更
新整備、消防団車両の維持管理を行う。２７年
度はポンプ車１台を更新する。

・ポンプ車１台の更新整備 19,581千円 A 事業の必要性は高い A 同左 19,581千円 A 同左 19,581千円 A 同左 19,581千円

158 警防課
救急・救助活動車両・資機
材の整備・管理

救急・救助活動車両、資機材について、車両整
備計画及び車両等の維持管理状況に基づき必
要な整備、交換、修理を行う。

・高規格救急自動車の新規整備 43,128千円 A 事業の必要性は高い A 同左 41,128千円 A 同左 41,128千円 A 同左 41,128千円
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平成２７年１月２９日現在整理
番号 課名 事業名 事業の全体概要 平成２７年度の主な事業内容（新規分）

平成２７年度の
事業費（要求額）

事業費
（第２回）

事業費
（第３回）

事業費
（第４回）

優先度（第１回、１２月１０日現在）とその理由 優先度（第２回、１２月２４日現在）とその理由 優先度（第３回、1月９日現在）とその理由 優先度（第４回、１月２９日現在）とその理由

159 （教育）総務課 小中学校施設の維持管理
児童・生徒が安全で安心して学べる環境を整え
るため、校舎等施設の改修工事・修繕を行い、
維持管理する。

・四小竪穴区画等改修工事
・工事監理
・布佐中都市ガス工事
・湖北中バルコニー手摺改修工事
・工事設計・監理委託
・湖北台西小屋上外壁防水工事
・工事設計・監理委託
・プール濾過装置交換工事（布佐小・湖
北台中）
・工事設計・監理委託
・大規模建築物耐震診断報告書作成

108,277千円 A 事業の必要性は高い A

事業の必要性は高い
プール濾過装置の交換は布佐小の
みとし、湖北台中は２８年度以降に
検討

96,957千円 A 同左 96,957千円 A 同左 96,957千円

160 （教育）総務課
小中学校体育館の大規模
改造

安全で快適な学習環境を整えるため、体育館の
大規模改造工事を実施する。２７年度は、湖北
台中学校で、トイレ、外壁などの改修を行う。

・大規模改造工事（湖北台中）
・工事監理

145,305千円 A 事業の必要性は高い A 同左 145,305千円 A 同左 145,305千円 A 同左 145,305千円

161 （教育）総務課 学校給食施設の改修
学校給食の安全を確保するため、今後老朽化
が進んでくる給食設備を、計画的に改修する。

・学校給食施設のあり方の検討
・給食棟給排気ダクト更新工事設計、
監理委託（湖北台中）
・給食棟給排気ダクト更新工事（湖北台
中）

11,475千円 A 事業の必要性は高い A 同左 11,475千円 A 同左 11,475千円 A 同左 11,475千円

162 （教育）総務課
小中学校施設の放射能対
策

放射能対策総合計画に基づき、放射線量の高
い場所の除染を行う。

・放射線量低減対策の実施 10,000千円 A 事業の必要性は高い A 同左 10,000千円 A 同左 10,000千円 A 同左 10,000千円

163 （教育）総務課
小中学校の教室環境の整
備

学習環境と学習効率の向上を図るため、市内小
中学校の普通教室と特別教室に、エアコンを設
置する。

・中学校エアコン設置工事
・工事監理
・小学校エアコン設計委託

719,771千円 A 事業の必要性は高い A 同左 719,771千円 A 同左 719,771千円 A 同左 719,771千円

164 学校教育課
スクールサポート教員の
配置事業

児童生徒の個性に応じたきめ細やかな指導を
行うため、学校の実情を踏まえながら、補助教
員であるスクールサポート教員を配置する。

・小学校スクールサポート教員の増員
（１名）

1,612千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
県から加配教員が配置されないこと
を増員の条件とする

1,612千円 A 同左 1,612千円 A 同左 1,612千円

165 学校教育課 我孫子市学校保健会運営
学校保健に関する研究と学校保健活動の充実
を図る。２７年度は、食育・歯科保健活動の更な
る充実のため、歯科衛生士を配置する。

・臨時職員の配置（歯科衛生士）
・雇用保険

994千円 AB
事業の必要性は高い
フッ素洗口の対応方針が確定した後
に対応

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

166 学校教育課 学校給食備品管理事業
学校給食の円滑な運営と安全な実施を図るた
め、備品の維持管理を行う。

・都市ガスへの切り替えに伴う備品購
入（布佐中）
・都市ガスへの切り替えに伴う熱量変
更委託（布佐中）

2,043千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,955千円 A 同左 1,955千円 A 同左 1,955千円

167 学校教育課 学校給食管理運営事業 給食食材の放射性物質検査を実施する。
・放射性物質測定分の食材購入
・測定機器保守点検
・外部委託検査

1,387千円 A 事業の必要性は高い A 同左 1,387千円 A 同左 1,387千円 A 同左 1,387千円

168 学校教育課 小中学校管理運営事業
事務の省力化や予算の効率化を図るため、小
中学校の光熱水費や消耗品など学校運営予算
の一括管理・執行を行う。

・子どもの居場所光熱費（二小・四小・
高野山小）
・中学校エアコン光熱費
・中学校都市ガス代
・ガス機器変更業務委託（布佐中）

11,918千円 A 事業の必要性は高い A 同左 10,851千円 A 同左 10,851千円 A 同左 10,851千円

169 学校教育課 小中学校備品管理事業 小中学校の備品を適正に購入し、管理する。

・学級増に伴う備品購入（四小、湖北
小、並木小、布佐中、久寺家中）
・老朽化に伴う備品購入（二小、湖北
小、根戸小、湖北台西小、湖北中、我
孫子中、久寺家中）
・一般放送設備の購入（三小、布佐南
小、久寺家中、布佐中）
・体育館放送設備の購入（湖北小、湖
北中）
・あびっ子クラブ推進に伴う備品購入
（四小）
・小中学校備品システム改修
・図書の購入

20,011千円 A
事業の必要性は高い
図書の購入については、教育振興
基金を活用

A

事業の必要性は高い
図書の購入については教育振興基
金を活用
小中学校備品システム改修と、一般
放送設備のうち布佐南小、布佐中
は２８年度以降に検討

13,278千円 A 同左 13,278千円 A 同左 13,278千円
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平成２７年１月２９日現在整理
番号 課名 事業名 事業の全体概要 平成２７年度の主な事業内容（新規分）

平成２７年度の
事業費（要求額）

事業費
（第２回）

事業費
（第３回）

事業費
（第４回）
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170 学校教育課
学校給食施設設備整備事
業

給食施設設備の整備と維持管理を行う。
・検収室修繕（二小）
・グレーチング修繕（三小）

2,637千円 A 事業の必要性は高い A 同左 2,505千円 A 同左 2,505千円 A 同左 2,505千円

171 指導課
国際理解教育の推進
（ALT）

英語に興味関心を持ち、積極的に英語を活用し
ようとする児童生徒を育成するため、ALT（外国
語指導助手）を配置する。

・ALTの増員（１名） 4,589千円 B
事業の必要性は高いが、緊急性が
低いため次期実施計画で検討

B 同左 0千円 B 同左 0千円 B 同左 0千円

172 指導課
小中学校教師用教科書及
び指導書の配布

教科書採択や学級増、少人数指導などの指導
法改善に対応するため、教師用に教科書や指
導書を配付する。

・小学校教師用教科書と指導書の改訂
版の購入
・デジタル教科書の購入

38,131千円 A 事業の必要性は高い A 同左 38,131千円 A 同左 38,131千円 A 同左 38,131千円

173 指導課
小中学校コンピューター
教育の推進

小中学校でコンピューター教育を推進するた
め、パソコン機器等、情報教育の環境の整備を
図る。

・小学校校務用パソコンの更新（３３６
台）
・小学校校務用パソコンの保守

10,139千円 A
事業の必要性は高い
２か年に分けて整備

A 同左 5,070千円 A 同左 5,070千円 A 同左 5,070千円

174 指導課
小中学校理数教育支援事
業

理数教育の充実を図るため、市が理数教育サ
ポーターを直接雇用し、配置する。

・理数教育サポーターの増員（１名） 921千円 A 事業の必要性は高い A 同左 921千円 A 同左 921千円 A 同左 921千円

175 指導課 学級経営の支援

学校生活の満足度を計るため、すべての小中学
校でQ-U検査を実施する。２７年度からは、事業
仕分けの結果を受け、小学４・５・６年、中学１・２
年生を対象に実施するほか、学級経営の研究
指定をしている小学校４校と中学校１校で、小学
１・２・３年と中学３年を対象に実施する。

・Q-U検査委託（校内研究分） 921千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

176 指導課 小中一貫教育の推進

中１ギャップの解消や学力向上、豊かな人間性
の育成などを図るため、小中学校を通じた一体
的・継続的な教育を推進する。２８年度の布佐中
学校区での本格実施に向けて、２７年度はモデ
ル事業を実施し、カリキュラムや連携交流活動
の検証を行う。

・ＩＣＴ支援員の配置（１名）
・小中一貫パンフレット作成
・小中一貫カリキュラム冊子印刷（1000
部）
・原動機付自転車の購入
・タブレット端末収納庫の購入
・バスの借上げ
・小中一貫教育全国連絡協議会負担金
・小中一貫教育全国サミットへの参加

8,595千円 A 事業の必要性は高い A

事業の必要性は高い
原動機付自転車の購入、小中一貫
教育全国サミットへの参加以外を採
択

7,903千円 A 同左 7,999千円 A 同左 7,999千円

177 教育研究所
適応指導教室「ヤング手
賀沼」の運営

長期欠席、不登校児童生徒の学校生活への復
帰に向けた支援や指導を行うため、教育相談や
支援体制の充実を図る。現在使用している建物
の老朽化に伴い、適応指導教室を２８年１月に
移転し、連携が必要な教育研究所も、２８年４月
に同じ場所に移転する。

・適応指導教室、教育研究所移転先改
修工事
・工事監理
・適応指導教室、教育研究所の移転
・適応指導教室、教育研究所賃貸借
・適応指導教室光熱水費
・備品購入
・ＡＥＤの購入

84,503千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
ＡＥＤの購入は経常経費で対応

50,000千円 A

事業の必要性は高い
ＡＥＤの購入は経常経費で対応
２７年度は、適応指導教室と教育研
究所の移転について、手法を再検
討すること
ＡＥＤの購入は経常経費で対応

0千円 A 同左 0千円

178 生涯学習課
生涯学習センター施設管
理業務

生涯学習センター「アビスタ」が安全で利用しや
すい施設となるよう、施設設備の修繕や改修を
計画的に行う。２７年度は、ミニホールの照明を
交換する。

・ミニホール照明交換 940千円 A 事業の必要性は高い A 同左 893千円 A 同左 893千円 A 同左 893千円

179 生涯学習課
湖北地区公民館指定管理
者制度の運営

指定管理者に委託して湖北地区公民館の管理・
運営を行う。開館して２０年以上が経過し、施設
設備等の老朽化により不具合が発生しているた
め、計画的に施設や設備の更新や修繕を行う。

・空調設備更新工事（ホール・ロビー系
統、学習室・調理室系統）
・工事監理
・ホールピアノ修繕

219,519千円 A
事業の必要性は高い
ホールピアノ修繕は不採択とする

A

事業の必要性は高い
空調設備工事はホール・ロビー系統
のみ採択
ホールピアノ修繕は不採択とする

140,671千円 A 同左 140,671千円 A 同左 140,671千円

180 生涯学習課
生涯学習推進計画の見直
し

２７年度末に計画期間を終える第２次生涯学習
推進計画について、社会教育推進計画と一本化
し、第３次生涯学習推進計画を策定する。

・策定委員会の開催
・策定委員研修の実施
・策定支援業務委託

4,066千円 A 事業の必要性は高い A 同左 3,226千円 A 同左 3,226千円 A 同左 3,226千円

181 文化・スポーツ課 めるへん文庫

子どもたちが創作活動に親しみを持ち、豊かな
感性を育むため、全国の小中高生から童話作
品を募集する。表彰した優秀作品は、作品集と
して刊行する。

・審査委員報償
・消耗品の購入
・印刷製本
・筆耕翻訳
・表紙、挿絵委託

731千円 A
事業の必要性は高い
めるへん文庫基金を活用して実施

A 同左 731千円 A 同左 731千円 A 同左 731千円

182 文化・スポーツ課
体育施設維持補修（含む
放射能対策）

市民が安全で快適に活動できるよう、体育施設
の維持補修を適切に行う。

・ゲートボール場トイレ修繕
・五本松運動広場立入防止柵修繕
・放射線量の測定

5,033千円 A

事業の必要性は高い
ゲートボール場トイレと五本松運動
広場立入防止柵の修繕は、スポーツ
振興基金を活用して実施

A 同左 5,033千円 A

事業の必要性は高い
ゲートボール場トイレについては、
利用のない女性用は撤去し、これま
で通りみどり園のトイレを利用するこ
と
スポーツ振興基金を活用して実施

3,489千円 A 同左 3,489千円
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平成２７年１月２９日現在整理
番号 課名 事業名 事業の全体概要 平成２７年度の主な事業内容（新規分）

平成２７年度の
事業費（要求額）

事業費
（第２回）

事業費
（第３回）

事業費
（第４回）

優先度（第１回、１２月１０日現在）とその理由 優先度（第２回、１２月２４日現在）とその理由 優先度（第３回、1月９日現在）とその理由 優先度（第４回、１月２９日現在）とその理由

183 文化・スポーツ課
文化財施設の管理・活用
（含む手賀沼文化拠点）

手賀沼文化拠点整備計画に基づき、文化財の
魅力を高め、多くの人にその価値を感じてもら
う。２７年度は、湖北小学校にある郷土資料室の
老朽化に伴い、展示物を湖北行政サービスセン
ター２階に移動し、展示する。

・展示ケースの製作委託
・空調設備の撤去
・臨時職員賃金（搬入・搬出）

5,247千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
文化財保存基金を活用して実施

3,730千円 A 同左 3,730千円 A 同左 3,730千円

184 文化・スポーツ課
旧井上家住宅の保存と活
用

市の指定文化財である旧井上家住宅の保存と
活用を図る。

・表門、裏門、外塀保存修復工事
・工事監理
・二番土蔵実施設計
・母屋耐震診断
・現況報告書作成
・電柱広告製作委託
・電柱広告使用料

56,462千円 A 事業の必要性は高い A

事業の必要性は高い
文化財保存基金を活用して実施
母屋耐震診断、現況報告書作成、
電柱広告作成・実施については２８
年度以降に検討

52,265千円 A 同左 52,266千円 A

事業の必要性は高い
文化財保存基金を活用して実施
母屋耐震診断、現況報告書作成に
ついては２８年度以降に検討

52,266千円

185 文化・スポーツ課 市民体育館改修事業
市民体育館を安全に利用できるよう、老朽化し
た箇所を改修する。

・高圧ケーブル更新工事
・サブアリーナ照明取替工事
・教官室及び放送室空調機器取替工事
・メインアリーナ仕切りカーテン設置工
事設計委託、設置工事、工事監理
・野球場及びテニスコート受変電設備
機器更新工事
・駐車場等照明器具増設工事
・野球場バックスクリーン及びスコア
ボード設置設計委託

32,935千円 A 事業の必要性は高い A

事業の必要性は高い
スポーツ振興基金を活用して実施
高圧ケーブル更新、受変電設備機
器更新は２８年度以降に検討
バックスクリーンとスコアボードは２
７年度に優先順位を検討すること

10,729千円 A 同左 10,729千円 A 同左 10,729千円

186 文化・スポーツ課 市史調査研究
我孫子の歴史・文化遺産を把握・収集・記録し、
後世に残していく。２７年度は、和紙公図の修復
を行う。

・和紙公図の修復 1,372千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
文化財保存基金を活用して実施

1,235千円 A 同左 1,235千円 A 同左 1,235千円

187 文化・スポーツ課 学校体育施設の開放

市民が身近な場所で気軽にプールを楽しむこと
ができる環境を整備するため、小学校の夏休み
期間にプールを開放する。２７年度は、一般開
放実施校を２校増やして実施する。

・監視受付業務の委託（２校分の追加）
・備品（プールフロア２９台）の購入
・仮事務所（受付場所）の設置
・臨時職員の配置（１名、７・８月）

6,761千円 A 事業の必要性は高い A
事業の必要性は高い
監視受付業務委託は１校分のみ採
択

3,199千円 A 同左 3,199千円 A 同左 3,199千円

188 文化・スポーツ課 市民体育館の管理運営

市民体育館の適切な管理運営のため、指定管
理者による管理運営を継続する。２７年度は、提
案型公共サービス民営化制度の提案を受け、
指定管理者の労働条件審査を行う。

・指定管理者の労働条件審査（２法人
分）

432千円 AB

事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施
公契約条例の施行を踏まえて、審査
のあり方を検討

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

189 鳥の博物館 常設展の充実

生涯学習や社会教育の場として多くの人に活用
してもらえるよう、常設展の充実を図る。２７年度
は、利用者の目に触れる機会を増やすため、
ホームページをリニューアルする。

・ホームページリニューアル
・タッチ式デジタルサイネージ
・案内用デジタルサイネージ
・フクロウカメラ画像アーカイブシステム

4,827千円 A
事業の必要性は高い
ふるさと手賀沼ふれあい計画推進基
金を活用して実施

A

事業の必要性は高い
ふるさと手賀沼ふれあい計画推進
基金を活用して実施
案内用デジタルサイネージ、フクロ
ウカメラ画像アーカイブシステムは２
８年度以降に検討

3,203千円 A 同左 3,203千円 A 同左 3,203千円

190 鳥の博物館
博物館施設設備の維持管
理

鳥の博物館の老朽化した施設の補修や、設備
の補修・更新を行う。

・事務室、バックヤードLED化工事
・空調改修工事設計委託
・非常放送設備交換修繕
・館内LAN配線工事
・手賀沼コーナー壁面修繕
・企画展示室壁面修繕・パネル設置
・炭酸ガス燻蒸殺虫パック設置工事

13,158千円 A
事業の必要性は高い
ふるさと手賀沼ふれあい計画推進基
金を活用して実施

A

事業の必要性は高い
ふるさと手賀沼ふれあい計画推進
基金を活用して実施
ＬＥＤ化工事、館内ＬＡＮ配線工事、
企画展示室壁面修繕・パネル設置
は２８年度以降に検討

5,185千円 A 同左 5,185千円 A 同左 5,185千円

191 鳥の博物館
常設展示リニューアル（手
賀沼文化拠点）

手賀沼文化拠点整備計画に基づき、鳥の博物
館の常設展をリニューアルし、館内展示の魅力
を高めて、来訪者を増やす。

・展示リニューアル基本計画の策定
・展示リニューアル検討委員会の開催

3,070千円 AB
事業の必要性は高い
手賀沼公園・久寺家線の進捗状況を
見ながら実施時期を検討

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

192 図書館 移動図書館業務

図書館に来館しにくい地域の居住者向けに、図
書の貸出・返却・予約のサービスを行う。２７年
度は、老朽化している現在の移動図書館車両を
買い替える。

・移動図書館車両の更新 16,610千円 AB
事業の必要性は高いが、２８年度以
降に実施

AB 同左 0千円 AB 同左 0千円 AB 同左 0千円

193 図書館
図書館施設・設備維持管
理

図書館施設・設備の維持管理を行う。２７年度
は、布佐分館において、都市計画道路の整備に
伴い駐車場の整備と、老朽化に伴う変圧器の交
換を行う。また、アビスタ本館のブックチェックユ
ニットの取替を行う。

・ブックチェックユニットの取替（アビスタ
本館）
・変圧器の交換（布佐分館）
・駐車場の整備、看板設置、砂利の引
き直し、区画線の張り替え（布佐分館）

9,135千円 A

事業の必要性は高い
変圧器のみ採択。駐車場について
は、布佐駅南側の都市基盤整備の
進捗に合わせて実施

A 同左 3,921千円 A
事業の必要性は高い
ブックチェックユニットの取替以外を
採択

3,921千円 A 同左 3,921千円
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